
平成25(2013)年度 神奈川県高等学校新人テニス大会 兼 全国選抜高等学校テニス大会神奈川県大会 実施要項

神奈川県高等学校体育連盟会長 小野 力

神奈川県高等学校体育連盟テニス部長 勝又 修

［公印省略］

主 催 神奈川県高等学校体育連盟

主 管 神奈川県高等学校体育連盟 テニス部

期 日 個人の部 予選： ８月２０日（火）～ 本戦：９月 ８日（日）～９月２３日（月）

団体の部 １０月１３日（日）～１１月 ４日（月）

時 間 午前９時開始

会 場 横浜・川崎・横須賀・藤沢・厚木・小田原各市営コ－ト、各高校コ－ト

資 格 神奈川県高等学校体育連盟加盟校の１・２年次生（定通の課程にあっては１～３年生）で

神奈川県高等学校体育連盟テニス部に登録済みの者。

＊未登録の生徒については参加申込と同時に登録を受け付ける。

登録用紙に記入の上、登録用紙とその写し１部を作成し持参すること。

種 目 個人の部 単・複 団体の部

エントリー数 個人の部 単 男女各１５名

（ただし今年度の関東予選単で本戦に出場した１・２年次生はこの枠外に出場する権利を与える）

複 制限なし

団体の部 男女各１チ－ム

試 合 球 公認球 当日個人の部は１缶（2球入り）、団体の部は３缶未開缶のものを持参すること

３セットの場合セット毎にボールチェンジ。

試 合 方 法 個人の部 全てト－ナメントによる。

１セットマッチ 準決勝より３セットマッチ

団体の部 準々決勝までト－ナメント （単２複１ 複１単１単２の順）

ベスト４によるラウンドロビン（リ－グ戦）（単３複２ 単１複１単２複２単３の順）

１セットマッチ 単複重複不可

＊注意 １）試合は全て６－６後タイブレ－ク。

２）団体の部では、３名以下では登録・出場できない。また、４名以上６名以下の場合、

本大会には参加できるが、関東選抜には推薦されない。なお、この場合のラウンド

ロビン（リーグ戦）の試合方法については別紙参照のこと。関東選抜の年齢制限等

は、その要項に従うこと。

３）団体の部単では、登録順位上位の者をNo．１とすること。またラウンドロビン（リ

ーグ戦）の場合、単では登録順位上位の者を上位とし、複では登録順位の合計の小

さいペアを上位とし、これが同じ場合は登録順位上位の者の含まれるペアを上位と

する。

４）日程の都合により試合方法の変更も有り得る。

５）リ－グ戦順位決定方法（６人以下のチームが参加した場合は別紙）

1;勝点 2-A;1が２校で同じ場合は当該対戦結果

2-B;1が３校で同じ場合 ①勝利試合数 ②取得ゲーム率

③ ②の結果２校になった場合は当該対戦結果 ④３校で再戦



申 込 方 法 申込用紙と必要書類に記入し公印を押印の上、申込用紙とその写し１部、必要書類を持参すること。

*記載するメンバーは全て校内順位とする。

申 込 日 ７月 ５日（金） １６時～１７時（団体の部は申込と参加料支払のみでメンバーは後日提出）

団 体 の 部 １０月 ４日（金） １６時～１７時（7/5に団体の部を申し込んだチーム）

メンバー提出

＊申込・団体の部メンバー提出ともに遅れた場合には一切受付けない。

＊申込・メンバー提出先

横浜地区 県立新栄高校 横三地区 横須賀学院高校

湘南地区 藤沢翔陵高校 北相地区 県立神奈川総合産業高校

川崎地区 法政大学第二高校 西相地区 県立大磯高校

参 加 料 単５００円 複５００円 団体３０００円

＊すべて申込先へ持参

抽 選 会 ７月１３日（土）午後 １時 金沢公会堂（京浜急行金沢文庫駅・金沢八景駅下車徒歩12分）

＊欠席した場合、出場を辞退したものと見なす。参加は各校男女各各校男女各各校男女各各校男女各１１１１名名名名のみのみのみのみとする。

マネージャー会議 ８月１５日（木）午前１０時 旭公会堂（相鉄線鶴ヶ峰駅下車徒歩7分）

＊参加は各校男女各１名のみとする。

そ の 他 ・全国選抜高校関東予選の推薦は、団体の部で７名以上の選手が参加したチームの上位２校とする。

・個人の部本戦に残った場合、次年度関東予選のエントリ－数に加算される。

・試合日程の変更はやむを得ない場合にのみ行い、学校行事・個人的理由による変更は認めない。

・個人の部の選手変更は一切認めない。団体の部のメンバー変更は修学旅行等に限り認められる。

学校長の承認を得て事前に県高体連テニス部専門委員長に届け出ること。

・シード選手の選考結果は、抽選会におけるシード選手資料の配付をもってその発表とする。

・試合参加については原則として顧問が選手を引率すること。（団体の部については必ず引率）

・団体の部のメンバーの順位については最終的に専門委員会で確定する。本大会単本戦ベスト16以

上の者において、上位ラウンド進出者が上位となることを原則とする。

・団体の部の大会期間中に他大会に出場した選手は、関東選抜、全国選抜の選手として登録できな

いことがあるので注意すること。詳細は委員長（県立生田高校 村田眞吾）に問い合わせること。


